













































2003年 6 月　　　　 文部省在外研究員（短期）としてミュンヘン大学演劇学科で研究
　　　　（～ 2003年 9 月）
2006年 4 月　　　独立行政法人、大学入試センター・客員教授（～ 2007年 3 月）
2007年10月　　　大阪大学・文学研究科・教授
非常勤講師歴
フンボルト大学・東アジア学科（1980年 4 月～ 1981年 3 月）、
甲南大学・教養部（1987年 4 月～ 1988年 3 月）
関西学院大学・文学部（1988年 4 月～ 1989年 3 月）
大阪大学・文学研究科・文学部（1993年 4 月～ 1995年 3 月、2002年 4 月～ 2004年 3 月）
岡山大学・文学部（1995年 7 月、集中講義）
宮崎大学・教育学部（1996年10月、集中講義）
関西大学・文学部（2002年 4 月～ 2005年 3 月）
87
名古屋大学・文学研究科・文学部（2013年12月、集中講義）
同志社大学・文学部（2012年10月～ 2013年 3 月、2013年10月～ 2014年 3 月）
受　賞
1982年 4 月　　　　ハイナー・ミュラー論文で第22回ドイツ語学文学振興会奨励賞
2003年 3 月　　　　『本当の望み』の翻訳で第 5 回マックス・ダウテンダイ賞
学会関係役員
日本演劇学会　　　　　　理事（2006年 4 月～）
阪神ドイツ文学会　　　　幹事（1994年 4 月～ 2012年 4 月）
日本独文学会　　　　　　理事（2001年 5 月～ 2003年 5 月）
日本学術振興会　　　　　科学研究費委員会専門委員（2010年 1 月～ 2010年12月）
ドイツ語学文学振興会　　評議員（2004年 4 月～）
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6．「P. ハックスの『プルンデルンスワイレルンの年の市』―ファーベル／素材と作者／読者・
上演・観客」八木浩，丸本隆，市川明．『研究報告』 2 号，ワイマル友の会，pp. 3 －19，








9．“Zur Brecht︲Biografie von Klaus Völker︲Ein Beitrag zum Thema: Brecht-Rezeption in 
der BRD︲” Protokoll 4. 4. Ferienseminar für Germanisten und Deutschlehrer. Hrsg. 




























21．“Heiner Müllers „Vorgeschichte“ ︲Dramen” Zeitschrift für Germanistik 1/1988, 
Enzyklopädie︲Verlag,  pp. 59－64, 1988．
1989年
22．「ドイツあれこれ」『Sprache und Kultur』22号，大阪外国語大学ドイツ語研究室， 
pp. 107－123，1989．
1990年

























































52．“Zwischen Utopie und Gewalt︲ Nachruf auf Heiner Müller”『Sprache und Kultur』29号，
大阪外国語大学ドイツ語研究室，pp. 155－158，1996．




55．『Taros Reise an die Mosel（ドイツ語中級教材）』（共著）朝日出版社，73pp.，1997．






























































83．『ブレヒト　詩とソング　ブレヒトと音楽 1 』（編著）花伝社，190pp.，2008年 7 月
84．“Musik und Bühne bei Bertolt Brecht”（編著）Studienreihe der Japanischen Gesellschaft 
für Germanistik 57. JGG Tokyo, 84pp., Oktober 2008.
85．「『ヴォイツェク』を上演する」『待兼山論叢』第42号，文化動態論編，大阪大学文学会，
pp. 21－70，2008年12月．
86．「ソフィアの夏」『季論21』 2 号，本の泉社，pp. 91－96，2008．
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95．“Guten Tag, Berlin ! ”　郁文堂，80pp.，2010年 4 月．
96．『初級編「レアとラウラと楽しむドイツ語」』NHKラジオテキスト『まいにちドイツ語』
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99．「ブレヒトと日本／中国―叙事詩的演劇への道」『Arts and Media』創刊号，大阪大学
大学院文学研究科アート・メディア論研究室編，pp. 8 －27，2011年 3 月．
100．“Jan-Jan-Oper und Osaka Rap: Yukichi Matsumotos Mizumachi und Keaton” In: 
Brecht in/und Asien. The Brecht Yearbook 36, The International Brecht Society, 






要』52巻，pp. 91－132，2012年 3 月．
104．「ハイナー・ミュラーにおけるドイツとドイツ史」『Arts and Media』 2 号，大阪大学
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113．“Bertolt Brecht und Fritz Lang. Über den Film Hangmen Also Die” In: Bertolt Brecht 
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